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平成 ２ ７ 年 度 加茂市 ・ 南蒲原郡社会科部 活動報告

部長 金塚 辰也

１ 研 究 主 題 「 地 域 を 知 り 、 教 材 化 す る た め の 実 地 研 修 」

２ 研究の概要

（１）期 日 平成２７年８月２６日（水）

（２）会 場 有限会社 茂野タンス店

（３）参加者 社会科部員１３名（小学校８名、中学校５名）

（４）内 容 見学：加茂桐箪笥の製造など

講師：有限会社 茂野タンス店 社長 茂野 克司 様

３ 研究の実際

有限会社茂野タンス店は、創業は大正１５年で経済産業大臣指定伝統的工芸品加茂桐箪

笥を生産している。茂野タンス店で作られたタンスは、皇室献上品にもなったことがある。

このように素晴らしい製品が生産される様子を、製造過程ごとに１つ１つ丁寧に説明して

いただいた。

○材料について

材料 の桐 は国 内産（ 新潟 、福島 、山形 ）を 使用し てい る。他 の

木 は成 木す るま で５０ ～１ ００年 ほどか かる が、桐 の木 は２０ 年

ほ どで あり 、は やく材 料に するこ とがで きる 。とて も軽 く、湿 気

や 虫か ら衣 服を 守り、 火に 強いこ とが特 徴の 素材で ある 。

桐は ５０ ０円 玉やパ スポ ートの 模様、 菊花 紋に準 ずる 国章に な

っている。桐丸太として仕入れ、切り出して板材（桐板）にする。

○板干しについて

桐板は長い間雨ざらしの土地で自然乾燥する。こうすることで渋抜きされ、使用して

いるうちに狂いがでないようになっていく。雨ざらしする期間は、厚さによって１～３

年ほどである。

○製造について

①自然乾燥された桐を選別し、微妙な調整を施す。

②桐の木目や色を考えてより分け、大きさをそろえて板組みしていく。

③接合した板材を各部分の寸法取りができる大きさに加工していく。

④外枠、引出し、扉などの部分寸法に削り分を付けた大きさで裁断する。

⑤裁断した各部分にカンナ掛けを行い、寸法に合わせて削って、丁寧に仕上げる。

⑥外枠は木釘を打ってしっかりと組み立て、ろう磨きをする。

⑦各部分に錠、引手などの金具を取り付けて完成。

上 記 の 手 順 の よ う に 、 タ ン ス 職 人 が 板 を 切 っ て 組 み 合 わ せ 、

カ ン ナ で 丁 寧 に 削 っ て い く 。 ４ ０ 歳 く ら い の 職 人 で も こ の 世 界

で は 若 手 で 、 ８ ０ 歳 以 上 も 現 役 で 働 い て い る 。 職 人 の 長 年 の 経

験が必要な過程がいくつもある。

○販売について

国 内 需 要 は 減 少 の 傾 向 が あ る が 、 海 外 販 売 に 力 を 入 れ 需 要 が

増えている。ミラノ国際家具見本市などに出品し、海外での知名度も上がってきている。

伝統的桐箪笥のほか、モダン桐家具、桐玩具、桐小物などを近年作っている。モダン桐

家具はデザイナーと共に考えて作り、高価な絵画などをしまうなど、使い方も多様にな

ってきている。

４ 成果と課題

加茂市を代表する工業製品の一つは箪笥である。地域で素晴らしい箪笥を作っている茂

野タンス店を見学させていただいたことは、地域にある工業製品の素晴らしさや職人の工

夫や努力について理解を深めるよい機会となった。工業の学習はもちろんのこと、キャリ

ア教育などでも取り上げることができ、様々な学年で学習することができる。

今回の研修は、地域素材の教材化を図る上で、有意義な研修となった。


